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分会長
支部長　　　　　　
支部書記長　　　様
県執行委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 長野県高等学校教職員組合
執行委員長　細尾 俊彦
7月度署名「ヒバクシャ国際署名」について

連日のご奮闘に敬意を表します。
被爆から75年。核兵器禁止条約の採択から間もなく3年を迎えようとしています。現在、条約への調印は81か国、批准は38か国となり、あと12か国の批准よって発効するところまできています。
国際世論を高める取り組みとして、2016年に世界のヒバクシャが呼びかける「ヒバクシャ国際署名」がスタートしました。
長野県では「ヒバクシャ国際署名」に阿部県知事を含め、すべての自治体の首長から賛同をいただいています。県的な推進組織として、2017年3月に幅広くこの署名に取り組む「ヒバクシャ国際署名長野県推進連絡会」（代表：窪島誠一郎さん(無言館館主)、藤森俊希さん(県被団協会長)ら）が結成され､活動を進めてきました。
長野高教組でも2016年度からヒバクシャ署名に取り組み、2019年度の2673筆を加え、この4年間の総計は1万3976筆となりました。県全体では総計24万3394筆（2020年3月）となっています。昨年10月には、長野県分も含めた1051万7872⼈分の署名が国連に届けられました。
今年は署名の最終年度(予定)となります。これまで以上の取り組みとなりますよう、ご協力をお願いいたします。

　　記
１　お願いする署名
「ヒロシマ・ナガサキの被爆者が訴える核兵器廃絶国際署名」（通称「ヒバクシャ国際署名」）

２　署名の送付数　
　全教職員分(組合員以外にも配布・依頼してください。)　※英文各分会２枚
３　締め切り　7月末
　　　　　４　その他　　 ヒバクシャ署名は５年目となりますので、ご家族、知人、周囲にお住まいの方など、お願いの範囲を広げて呼び掛けてください。これまでとの重複については徹底は不可能ですので、世論を高める運動として取り組みます。
※ＡＬＴの皆さんにもご協力いただけるよう英文の署名用紙も分会２枚送付します。
追　記
オンラインで行われる広島/長崎の世界大会に関連した長野県での「平和の波」行動（8月6日～9日をゾーンとして行われる平和の鐘撞や「オンライン大会の視聴会」など）については後日、お知らせします。
